
H27中央児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

乳幼児 421 乳幼児 250

小学生 0 小学生 0

中高 0 中高生 0

大人 351 大人 239

乳幼児 30 乳幼児 27

小学生 47 小学生 16

中高生 2 中高生 4

大人 315 大人 391

乳幼児 53 乳幼児 114

小学生 26 小学生 1

中高生 7 中高生 0

大人 39 大人 115

乳幼児 504 乳幼児 391

小学生 73 小学生 17

中高生 9 中高生 4

大人 705 大人 745

H26
年度

H27
年度

乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
事
業

【乳幼児クラブ】
・ベビーズクラブ
・わんわんクラブ
・ちびっこクラブ

月5回程度

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な
活動に参加できる場を
提供し、育児について
の情報交換や仲間づく
りを進めることにより子
育てを支援する。年齢
ごとの集団での親子遊
び、集団遊びを通じて、
楽しむ中で情報を得た
り、仲間づくりをしたりす
ることによって子育てを
支援する。

10

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目 具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

13

48 48

0歳児・１歳児・2歳児のクラスに分け、親子遊
びや工作、季節行事などを取り入れ、親子で
楽しみながら交流できた。27年度初めて取り
組んだ南消防署への見学、土岐川観察館から
の移動水族館は、いずれも親子で体験でき好
評だった。健康づくり推進委員の協力で、発達
に合わせたおさんぽコースを企画し、クラブに
取り入れた。
2歳児クラスでは、2ｋｍのアップダウンのある
コースだったが、「普段はなかなか歩かないが
皆と一緒だと歩けて感心した。」と満足して頂
けた。前期最終回では運動会を行い、写真入
りのメダルを用意し、後期はクラブ中のスナッ
プ写真を用い、スクラップブックを製作した。ア
ンケートからも、記念に残って嬉しかったと評
価を頂いた。

・おはなしらんどでは、来館者の年齢に合わ
せ、絵本・大型絵本・紙芝居・パネルシアター
の中から選び、読み聞かせを行った。
・夏季水遊びには、友人同士で誘い合って参
加され、初めての来館にも繋がった。夏休み
中で園児の参加もあり、交流する良い機会と
なった。
・遊びを通じて英語が楽しめると好評な「英語
でリトミック」を27年度は幼児と小学生低学年
を対象に再開した。数字や色など、テーマを決
め楽しめる内容で、参加者の満足度は高い。

【企画事業】
・おはなしらんど
・夏季水遊び
・えいごでリトミック

月1回
7/28～
7/31

9月～3月

15 23

月１回の事業に加え、合唱サークル“シャンソ
ンズ”の活動として近隣の幼稚園や福祉施設
へ出向く機会が増し、ほぼ毎週金曜日に児童
館で打ち合わせや合唱の練習をされている。
27年度は東濃ワークキャンパスからも依頼が
あり、地域だけにとどまらず、活動が広がり福
祉事業に貢献された。食育事業としてピーマン
の苗を植え、子ども達に食育講座を開いた。
ピーマンが嫌いな子が多く、少しでも好きに
なってくれたらと、一緒に育て収穫した。

【母親クラブ】 月4回程度 41 50

小計 104 121
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H27中央児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目 具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 33 乳幼児 21

小学生 1161 小学生 1024

中高生 0 中高生 11

大人 67 大人 48

乳幼児 8 乳幼児 46

小学生 130 小学生 129

中高生 0 中高生 13

大人 18 大人 64

乳幼児 41 乳幼児 67

小学生 1291 小学生 1153

中高生 0 中高生 24

大人 85 大人 112

14 12

78 65

・一輪車クラブは、低学年・高学年と2チームに
分かれ、定期的な発表に向け取り組んだ。各
チームごとにリーダーを選出し、曲決めから技
の組み合わせなど、子ども達で仲間の意見を
聞きながら進めていた。
・合唱を中心としたどれみクラブは、保護者の
伴奏に加え27年度は児童も伴奏を弾き、まと
まりのある活動ができた。合唱だけでなく、曲
に合わせた手遊びも取り入れ、歌う側も発表
を見る参加者も楽しめる内容となった。
・館内・外の清掃をしたり、祭り等に欠かせな
いお助けキッズクラブは、ゲームブースの企画
運営をする事で活躍した。お祭りブースで運営
する中で、小さいお子さんに優しく声掛けをす
る姿が見られ、異年齢で関わることができる場
で、日々成長している証だと感じる。

【小学生クラブ】
・どれみクラブ
・一輪車クラブ
・お助けキッズ
・小学生クラブおつかれさま会

月3回程度 目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導
し、自主性や創造性を
育て、協調性を養うとと
もに障がいのある児童
も共に遊ぶことができる
場をつくり相互理解を深
める。

・誰でも参加できる事業を企画・提供した。脳ト
レにチャレンジは、間違い探しやトリックアート
が人気で、長い時間集中できる良い試みと
なった。
・学習スペースでは長期休暇に図書室を開放
した。小・中学生の利用があり、静かな空間を
確保することに努めた。

【企画事業】
・脳トレにチャレンジ
・スポーツしよう（卓球、ドッヂビー）
・学習スペース
・Happy ｋids

月1回
月1回

長期休暇
月1回

33 35

小計 111 100

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業
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H27中央児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目 具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 6 乳幼児 3

小学生 8 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 6 大人 2

乳幼児 70 乳幼児 79

小学生 127 小学生 125

中高生 28 中高生 19

大人 149 大人 297

乳幼児 2 乳幼児 2

小学生 45 小学生 30

中高生 3 中高生 4

大人 3 大人 3

乳幼児 171 乳幼児 134

小学生 108 小学生 208

中高生 3 中高生 25

大人 580 大人 716

乳幼児 249 乳幼児 218

小学生 288 小学生 363

中高生 34 中高生 48

大人 738 大人 1018

多
世
代
間
交
流
事
業

【節句行事】
・豆まき

2/3

目標回数：12回程度

伝統行事や児童館まつ
りなど誰もが参加できる
事業を実施し、地域間
及び多世代間の交流を
深め、子どもが育つ環
境づくりを地域ぐるみで
取り組む。

12 12

1 1

毎年行っている恒例行事で、26年度に参加し
た乳幼児親子がおたよりを見て、27年度も参
加された。大きな鬼の壁面にボールを豆に見
立ててぶつけたり、口の部分に入れて遊ぶ
が、成長と共に鬼が恐いものと感じるようにな
り、部屋に入ることができず、保護者もお子さ
んの成長の気づきとなった。

【館イベント】
・じどうかんまつり
・もちつき大会
・粋な祭

10/25
12/6
2/28

3 3

じどうかんまつりや粋な祭は、子ども達が主体
となり、母親クラブや地域の方の協力で行う事
業。小さいお子さんから大人まで楽しめる内容
だった。児童館運営委員会と共催事業である
もちつき大会は、長年に渡り続いている伝統
行事であり、もちつき・花もち・綿菓子・焼いも・
豚汁の5つのブースは行列ができる程に賑
わった。

【プレゼントづくり】
・大切な人へのプレゼントづくり
・敬老の日のプレゼントづくり

5/10、6/7
8/17～8/21

7 6

・母子父子福祉センターと共催で、母の日に向
けたミサンガ作りを企画。事前に館内に見本を
飾ったことで、興味を示す子どもが多かった。
・敬老の日に向け、地域の方へのプレゼント作
りを参加者と一緒に取り組んだ。子ども達が書
いたメッセージカードを添える事で、心のこもっ
たプレゼントとなった。

【共催行事】
・8区夏祭り
・秋の大祭
・生涯学習講座
・8区ふれあい防災ウォーキング

7/25
10/11

6・9・10月

9 9

地域の伝統行事である8区夏祭り、秋の大祭、
8区ふれあい防災ウォーキングに参加し、利用
者と地域の方が交流する良い機会となった。
ヤマカまなびパークとの共催では、生涯学習
講座を開催し、地域の公民館としての役割を
果たした。

小計 20 19
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H27中央児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目 具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 24 乳幼児 30

小学生 55 小学生 57

中高生 1 中高生 3

大人 27 大人 37

乳幼児 54 乳幼児 40

小学生 135 小学生 172

中高生 4 中高生 7

大人 61 大人 45

乳幼児 11 乳幼児 6

小学生 60 小学生 69

中高生 4 中高生 12

大人 17 大人 9

乳幼児 89 乳幼児 76

小学生 250 小学生 298

中高生 9 中高生 22

大人 105 大人 91

7 4

クリスマス会では、乳幼児親子から小中高生
までが参加し、多世代で交流することができ
た。家から持ち寄ったプレゼントを交換したこと
と、ケーキバイキングが楽しかったと参加者か
ら評価された。定員を大きく上回る人数が集
まったが、事前予約制により準備ができた。

一
般
来
館
者

（
乳
幼
児
か
ら
大
人

）
を
対
象
と
し
た
事
業

【季節行事】
・くりひろい
・クリスマス会
・お正月遊び

10/10
12/19

1/5、1/6

目標回数：50回程度

乳幼児から大人まで参
加者を限定しない、日
頃、誰でもが参加できる
遊びや行事を実施し、
初めての人の来館・参
加を促すとともに、参加
者相互の交流を深め
る。

12 12

・市道路河川課職員を招き、交通安全講話と
共に入園・入学・進級お祝い会を開催した。児
童館利用のルールを児童が手書きした看板で
説明したことで、ルールの再確認ができた。
・地域の民生委員が講師となり、教えて頂いて
いる“茶道を習おう”は、正座やお辞儀の仕方
から始まり、お茶をたてるまで習い、礼儀作法
が回を重ねるごとに身についてきている。
・おりがみランドは、少し難しいユニットおりが
みを取り入れたことで、じっくり時間をかけて取
り組むことができ、出来上がりの達成感も味わ
えた。

【企画事業】
・入園・入学・進級お祝い会
・こうさくらんど
・おりがみらんど
・クリスマスツリーをかざろう
・茶道を習おう

4/2
月1回
月1回

12/1～12/4
月1回程度

31 40

【避難訓練・防犯防災訓練】
・避難訓練

月1回 12 12

火災や地震が起きたことを想定し、月1回行っ
た。年2回消防署員を招き、避難時の注意点を
聞き、消火器の使い方も学んだ。防犯訓練も
取り入れ、不審者が来たらどうするか子ども達
と一緒に考えた。不審者への対応を学ぶた
め、28年度は県警「たんぽぽ班」の講座を検
討している。

小計 50 56
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H27中央児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目 具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 5 乳幼児 1

小学生 29 小学生 43

中高生 0 中高生 4

大人 2 大人 3

乳幼児 9 乳幼児 0

小学生 7 小学生 2

中高生 2 中高生 5

大人 9 大人 0

乳幼児 14 乳幼児 1

小学生 36 小学生 45

中高生 2 中高生 9

大人 11 大人 3

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 4 小学生 12

中高生 34 中高生 100

大人 6 大人 12

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 0 小学生 0

中高生 12 中高生 25

大人 0 大人 0

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 0 小学生 12

中高生 69 中高生 125

大人 7 大人 12

11 12

月1回館内・外の清掃や図書室の本の整理、
おもちゃの消毒や片付けを行った。事業では
ない日でも、閉館前にモップがけをする子ども
の姿も見られるようになった。27年度は母親ク
ラブの会長より、「何かお役に立ちたい」と事業
に加えて頂き、メンバーの方が親子で参加し
た。

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実
施

【クリーン大作戦】
・外掃除
・館内清掃
・図書室整理
・銀杏ひろい
・落ち葉ひろい

月1回
目標回数：12回程度

児童館内でボランティア
活動の場を設定し、地
域の子どもたちが、そ
れぞれの地域で活動で
きるよう人材育成を進
める。

11 12

小計 12 13

【ボランティア活動】
・子どもボランティア

1/24 1 1

百人一首かるた取り大会の遊びのブースで、
26年度ボランティアとして参加した児童が、友
人を誘って27年度も活躍した。事前に見本を
作り、何度も練習を重ね、小さいお子さん対象
にやさしく接し、交流したことは良い経験となっ
た。

11 13

9 23

様々な事業に多くの中高生がボランティアとし
て活躍した。中でも高校卒業するまで毎年継
続して参加してくれた生徒は地域行事におい
ても力となった。乳幼児水遊びでは、小さいお
子さんに優しく声を掛け、触れ合える場となり、
参加者の保護者にも大変喜ばれた。

【中高生ボランティア】
・乳幼児水遊びボランティア
・昭和小夏祭りボランティア
・8区夏祭りボランティア
・地域貢献活動（平和中学校より）
・粋な祭ボランティア
・中高生マレット会議

7/28～7/31
8/1
7/25
12/22
2/28

月2回程度

目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接
する機会を持てるように
するなど、次世代の子
育て支援につなげてい
くため、地域に応じた事
業の実施及び中高生等
の居場所の確保に取り
組む。

平和中学校に依頼をし、前日の準備から当日
の運営、片付けまで積極的に参加してくれた。
居合わせた小学生も一緒に机を拭いたり座布
団を並べたりと、中学生の影響が大きいと感じ
た。

【企画事業】
・もちつき大会ボランティア

12/5 1 2

小計 8 25

中
高
生
事
業
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H27中央児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目 具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 69 乳幼児 36

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 63 大人 39

乳幼児 乳幼児 4

小学生 小学生 17

中高生 中高生 1

大人 大人 7

乳幼児 乳幼児 0

小学生 小学生 54

中高生 中高生 0

大人 大人 3

乳幼児 69 乳幼児 40

小学生 0 小学生 71

中高生 0 中高生 1

大人 63 大人 49

12 12

月1回乳幼児クラブ終了後に、保健師と子育て
について相談ができる時間を設けている。クラ
ブに参加して頂き顔見知りになることで、気軽
に相談できる雰囲気をつくることができた。初
めて子育てされる母親からは、「夜泣きはどん
なときにあるのか」「ハイハイしないでつかまり
立ちをしてしまう」などの相談があった。28年度
も、子育て中の母親に寄り添い、何気ない会
話をする中で窓口となり、必要な場合は専門
機関に繋げたい。

子
育
て
相
談
事
業
と
子
育
て

ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
推
進

【相談業務】
・子育て相談日

月1回

目標回数：10回程度

気軽に相談できる場や
関係機関への相談窓口
として相談を受ける。イ
ンターネットによる相談
受付や専門員による相
談の場を設定する。母
子保健推進員・主任児
童委員・保健センター・
子育て支援センターと
の連携を図る。

11 13

【子育て講演会等】
・救急救命講習 1/30

- 1

子どもから大人までを対象とした講習をＤＶＤ
を見ながら行った。幼児や低学年の児童には
少し難しい話だったが、ＡＥＤの実演は積極的
に参加した。家庭で保護者に講習の話をする
ことで、救急救命の普及に繋がると話された。

昭和小学校の「町探検」という授業で児童館を
利用された。利用の仕方について子ども達に
伝えてほしいとの要望があり、職員から伝える
と、メモを取りながら熱心に聞いていた。
小学生を対象としたおりがみ、ぬりえ、脳トレ
のブースを用意し、遊びを体験し、児童館を改
めて知っていただく機会となった。

【企画事業】
・学校交流事業 6/24

- 1

小計 12 14
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H27中央児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目 具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

乳幼児 乳幼児 2

小学生 小学生 8

中高生 中高生 2

大人 大人 7

乳幼児 380 乳幼児 389

小学生 261 小学生 275

中高生 87 中高生 77

大人 507 大人 547

乳幼児 3 乳幼児 3

小学生 252 小学生 202

中高生 0 中高生 1

大人 24 大人 24

乳幼児 383 乳幼児 394

小学生 513 小学生 485

中高生 87 中高生 80

大人 531 大人 578

- 1

26年度に利用者の要望を集約し、“ダブルダッ
チ”を検討したところ、遊戯室では設備的に不
可能であったため燻製作りを企画。6組の親子
が参加した。父親とダンボールを加工するとこ
ろから始め、親子、参加者同士が交流しつつ、
出来上がった食材をその場で食べた。父親と
の会話も弾み、家族の絆がより深まった。

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
事
業

【イクメン事業】
・アウトドアクッキング

12/13

目標回数：12回程度

児童館児童センターが
所在している地域の特
性を活かした事業を実
施すること。

13 13

・指定管理を受けている平和マレットゴルフ場
で月1回大会を開いている。大会の為に児童
館を拠点にボランティアをしている高校生がボ
ランティアとして活躍し、大会を盛り上げた。
・一輪車や宮太鼓クラブが地域へ出向く機会
が増えたことで、普段の練習に目標が持て、
発表後は自信へと繋がった。
・なかよしふれあいまつりへの発表は雨で中止
となったが、参加を予定していた為保護者と共
に祭りに参加した。普段療育の遊び場として児
童館を利用しており、良い関係が築けている。
今後も交流していく。

【移動児童館】
・マレットゴルフ大会
・あそびの日　３Ｂ体操
・双葉保育園夏祭り
・昭和小夏祭り
・多治見まつり
・なかよしふれあいまつり
・百人一首かるた取り大会

月1回程度
6/6
7/4
8/1
11/3
11/14
1/24

11 11

【企画事業】
・宮太鼓クラブ

月2回程度 24 22

27年度はたじみ陶生苑より初めて依頼があ
り、夏休み中であったが、保護者が送迎しつつ
発表を見守り、練習の成果を見ていただく機会
となった。施設側からも大変喜ばれ、良い取り
組みとなった。

小計 36 34
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